
第
七
谷
研
究
庁
代
文
那
の
畿
地
耐
に
就
い
て
（
下
〉

に
、
而
か
も
貴
重
史
料
迄
意
外
に
多
〈
按
表
ち
れ
た
。
き

れ
ば
吾
人
は
此
大
戦
を
距
る
こ
さ
遠
き
砂
要
せ
や
し
て
可

成
に
深

ν研
先
を
す
る
こ
さ
が
出
来
る
。
こ
れ
は
偏
へ
に

戦
守
責
任
に
閲
す
る
論
戦
の
お
蔭
で
あ
る
か
ら
、
研
究
者

古
代
支
那
の
銭
器
に
就
い
て

然
ら
ば
古
代
支
那
に
於
て
、
餓
は
果
し
て
如
何
な
る
使

途
を
有
し
て
居
た
か
。
鋭
の
使
途
に
閲
す
る
記
述
は
、
武

器
を
除
く
外
は
、
古
典
殆
ん
ざ
之
を
見
ゐ
を
待
な
い
。
平

素
用
ゐ
る
家
共
の
類
の
古
典
に
販
は
る
、
の
は
、
先
づ
概

し
て
偶
然
ご
い
っ
て
も
宜
い
位
で
あ
り
、
而
し
て
餓
は
始

め
は
多
く
此
等
平
素
使
用
す
る
器
物
の
材
料
ご
し
て
用
ゐ

第

三

披

入

ハ
三
五
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ご
し
て
は
此
論
戦
の
向
継
続
せ
む
こ
さ
を
希
ひ
、
併
せ
て

聯
合
国
側
が
何
か
の
機
曾
を
以
て
大
戦
関
係
史
料
を
従
来

よ
り
も
一
層
大
規
模
仁
一
公
開
せ
む
こ
さ
を
切
望
す
る
の
で

あ
る
O

ハ完〉

（下）
文

皐

博

士

松

本

文

良日

ら
れ
、
武
器
の
如
き
は
単
一
T

ろ
後
世
に
至
っ
て
鋭
を
用
ゐ
た

ゃ
う
で
あ
る
か
ら
．
古
代
鈍
器
の
如
何
な
る
械
類
の
も
の

で
あ
っ
た
か
の
極
め
て
明
瞭
を
快
く
の
は
、
余
議
の
最
も

遺
憾
ざ
す
る
所
で
あ
る
o

が
若
し
鍛
な
る
も
の
が
備
刻
す
べ
き
削
鍛
を
意
義
し
た

さ
す
れ
ば
、
古
代
支
那
に
於
て
、
何
等
か
装
飾
用
ざ
し
て

銭
板
に
彫
備
し
た
も
の
が
あ
っ
た
の
で
な
か
ら
う
か
さ
忠

ふ
。
彼
の
前
に
も
一
号
一
目
し
た
皇
子
の
「
作
刻
鍛
以
潟
身
服
」



さ
か
「
飾
車
以
文
釆
、
飾
舟
以
刻
鍛
」
ご
い
ふ
の
も
、
果
し

て
鋭
板
か
否
か
は
判
ら
ぬ
が
、
或
は
古
代
身
睦
や
舟
の
装

飾
さ
し
て
餓
を
用
ゐ
た
も
の
で
な
い
さ
も
限
ら
ぬ
。

明
か
に
鋒
織
の
器
具
を
列
車
し
た
も
の
さ
じ
て
、
吾
人

は
先
づ
管
子
を
暴
げ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
管
子
の
こ
さ
は

前
に
も
一
言
し
た
が
、
其
本
文
は
次
の
如
く
で
あ
る
Q

。

。

今
錨
官
之
数
日
、
一
女
必
有
一
誠
一
万
、
若
葉
事
立
、

。

。

。

耕
者
必
有
一
末
一
組
一
銚
、
若
其
事
立
、
行
服
辿
昭
埜

。

。

。

。

者
、
必
有
一
斤
一
鋸
一
錐
一
諜
、
若
其
事
立
、
不
爾
而

成
事
者
、
天
下
無
有
。
（
海
王
篇
）

此
じ
い
ふ
銚
芭
は
註
に
「
大
鋤
、
謂
之
銚
L
Z
あ
り
、
辿
さ

は
「
埜
名
、
所
以
栽
作
器
人
挽
者
」
さ
あ
b
、
又
埜
さ
は
「
大

事
加
崎
町
内
」
ざ
い
ふ
。
印
も
蛍
時
女
子
の
用
ゐ
る
鍬
や
刀
子

ゃ
、
農
具
ざ
し
て
の
未
や
招
や
大
鋤
の
類
、
勝
た
大
工
や

指
物
師
の
用
ゆ
る
斧
、
鋸
、
錐
、
撃
等
の
悉
く
錨
を
以
て

鋳
造
し
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
さ
が
判
る
o
古
代
じ
あ
っ
て

は
勿
論
此
等
の
器
物
も
骨
石
青
銅
を
用
ゐ
て
居
た
で
あ
ら

第

七

谷

研

究

古

代

文

那

の

銭

器

に

就

い

て

（

下
U

う
が
、
錨
の
後
見
せ
ら
れ
て
か
ら
は
、
次
第
に
餓
を
以
て

之
に
代
へ
た
も
の
ら
し
い
。
恐
ら
〈
錨
が
賓
用
に
供
せ
ら

れ
た
の
は
此
等
の
平
素
使
用
す
る
器
具
に
し
て
、
比
較
的

小
な
る
も
の
か
ら
始
ま
っ
た
に
相
違
な
い
。
而
し
て
一
皮

此
等
の
器
物
に
餓
が
用
ゐ
ら
れ
て
か
ら
は
（
武
器
類
は
倫

ほ
専
ら
青
銅
を
以
て
遣
っ
て
居
た
に
も
閲
は
ら
十
）
後
世

永
く
因
製
し
て
麗
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
o
で
盤
餓
論
に

も
「
先
帝
建
銭
官
、
以
搭
農
用
」
（
本
義
）
さ
も
、
「
今
牒
官
鋳

農
器
Q

使
民
務
本
、
不
必
口
於
末
、
則
無
銭
寒
之
黒
、
」
（
水

皐
）
さ
も
、
或
は
又
」
農
天
下
之
大
業
品
、
餓
器
民
之
大
用

品
、
」
（
同
上
）
さ
も
い
っ
て
ゐ
る
。
勿
論
漢
代
に
あ
っ
て
は

兵
器
を
も
次
第
に
錨
を
以
て
鋳
造
し
た
こ
さ
も
疑
な
い
、

で
同
書
に
も
「
衆
餓
器
兵
瓦
天
下
之
大
用
品
、
非
衆
遮
所
宜

事
品
」
（
復
古
）
さ
あ
る
が
、
併
し
漢
初
に
於
け
る
某
最
も

主
た
る
餓
の
使
途
は
農
具
家
什
の
類
で
あ
グ
た
ら
し
い
。

斯
か
る
人
毎
に
之
を
要
し
、
日
毎
使
用
す
る
器
物
じ
鋪
を

用
ゐ
て
こ
そ
、
其
加
税
、
平
準
若
く
は
専
貰
ご
し
て
凶
庫

第

三

披

九
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第

七

谷

研
究
古
代
文
那
の
鍛
捺
に
就
い
て
ハ
下
〉

の
牧
入
を
増
加
し
得
た
の
で
、
兵
器
の
如
く
家
々
之
ぞ
要

す
る
誇
で
も
な
く
．
又
日
々
使
用
す
る
所
に
あ
ら
ざ
る
も

の
で
は
、
似
令
ひ
其
個
々
の
債
額
は
大
な
り
ざ
し
て
も
、

岡
山
洋
の
財
似
E
し
て
は
必
ら
十
し
も
重
要
な
る
も
の
さ
は

な
ら
ぬ
筈
で
あ
る
。
而
し
て
支
那
の
如
き
餓
山
の
ザ
至
る
所

に
存
す
る
や
う
な
園
で
は
、
錨
は
某
鋳
遣
に
於
て
青
銅
に

比
し
多
少
困
難
で
あ
っ
た
か
も
知
れ
ぬ
が
、
其
慣
に
於
て

は
謡
か
に
之
よ
り
下
h
J
、
園
民
の
経
務
上
に
は
非
常
に
利

盆
で
あ
っ
た
こ
さ
も
推
測
し
得
る
。

武
器
に
餓
を
用
ゐ
た
の
は
透
か
に
此
等
農
具
家
什
の
類

よ
b
以
後
の
こ
さ
で
あ
る
ら
し
い
が
、
併
し
こ
れ
も
世
人

が
普
通
一
般
に
想
像
す
る
よ
h
も
古
く
、
秦
漢
以
前
既
に

始
ま
っ
た
。
史
記
の
周
本
紀
に
武
王
が
付
及
び
其
二
妾
を

討
つ
時
「
撃
以
初
、
斬
以
支
鋭
」
ど
あ
h
J
、
註
に
「
宋
均
目
、

支
鋭
用
錨
不
磨

mJ」
さ
あ
る
o
若
し
此
言
仁
し
て
何
等
か

根
操
あ
る
も
の
ざ
す
れ
ば
、
周
の
初
武
王
時
代
か
ら
し
て

蛾
が
武
器
に
用
ぬ
ら
れ
た
ゃ
う
で
あ
る
が
、
是
れ
は
車
に

第

三

続

玄
銑
の
語
じ
よ
う
て
符
曾
し
た
も
の
か
も
知
れ
向
。
が
呂

氏
・
一
存
秋
（
賞
卒
）
に
は
「
越
氏
攻
中
山
、
中
山
之
人
多
力
者
、

0

0

0

0

 

日
吾
郎
鵡
衣
餓
甲
、
操
錨
杖
以
戦
、
而
訓
撃
無
不
砕
、
所

街
無
不
陥
」
ぜ
い
ふ
。
越
氏
が
中
山
h
T
攻
め
た
こ
さ
は
越

の
敬
食
の
頃
か
ら
以
後
八
十
年
の
問
、
幾
度
も
あ
る
か
ら

是
れ
は
其
何
れ
の
時
の
こ
さ
で
あ
る
か
剣
ら
ぬ
が
、
中
山

を
滅
し
た
の
は
恵
文
王
の
時
約
紀
元
三
百
年
の
頃
で
あ
る

か
ら
、
（
史
記
越
本
紀
）
何
れ
に
し
て
も
是
れ
は
戦
闘
時
代

の
こ
さ
で
あ
る
Q

而
し
て
此
に
は
鋭
甲
、
餓
杖
の
字
が
顕

は
れ
て
居
る
o
既
に
錨
が
戦
闘
以
前
諸
積
の
器
具
一
に
使
用

せ
ら
れ
て
居
た
ざ
す
れ
ば
、
戦
闘
時
代
印
も
紀
元
前
三
百

年
前
後
之
を
以
て
武
器
や
叩
宵
の
鋳
遣
を
試
み
た
も
の
、

存
し
た
甲
」
ご
も
敢
て
怪
し
む
に
足
ら
ぬ
。

0

0

 

史
記
信
陵
君
停
に
は
、
又
「
朱
亥
一
袖
四
十
斤
錨
雄
、
雄

殺
晋
部
」
さ
い
ひ
、
又
ム
ザ
仰
向
箆
世
家
に
も
、
秦
の
始
皇
が

。
。

東
訴
し
た
時
張
良
が
、
「
得
力
堂
、
潟
繊
維
重
百
二
十
斤
、
」

始
皇
を
博
浪
沙
中
に
撃
っ
た
さ
も
あ
る
。
椎
は
印
も
鎚
で

。
ハ一一一五二〉



あ
b
、
是
れ
は
純
粋
な
武
器
で
あ
っ
た
か
、
或
は
木
石
等

を
打
つ
潟
め
仁
用
ゐ
た
も
の
か
剣
ら
ぬ
が
、
兎
に
角
四
十

斤
乃
至
百
二
十
斤
の
銭
椎
が
嘗
時
諮
ら
れ
た
’
』
さ
は
疑
な

い
。
叉
悶
蘇
秦
停
に
は
「
韓
卒
之
剣
戟
皆
出
於
真
山
、
・

。。

嘗
敵
斬
堅
甲
餓
幕
」
芭
も
い
ふ
。
此
に
い
ふ
幕
さ
は
、
註

に
錨
を
以
て
皆
腔
の
衣
を
潟
る
さ
あ
る
か
ら
、
暦
嘗
、
腔

蛍
の
類
の
も
の
で
あ
っ
た
ら
し
い
l

。
之
ピ
相
似
た
こ
さ
は

韓
非
子
に
も
顕
は
れ
て
居
る
o

同
書
（
賞
典
篇
）
に
は
い
ふ

。

。

。

。

「
夫
矢
来
有
郷
、
則
積
錨
以
備
一
郷
、
矢
来
無
郷
則
震
餓
室

以
輩
備
之
」
さ
。
此
に
い
ふ
積
鍛
以
て
一
郷
に
備
ふ
さ
は

餓
製
の
暦
嘗
腔
嘗
の
如
き
を
い
ひ
、
鍛
室
さ
は
註
に
「
甲

之
金
者
、
自
首
至
足
、
無
不
有
錦
、
故
日
餓
室
」
ぜ
あ
る

か
ら
、
今
の
鋭
で
、
餓
を
以
て
全
身
を
掩
ふ
た
も
の
た
る

は
疑
な
い
。
印
も
営
時
錨
の
酔
宵
嘗
腔
嘗
の
類
か
ら
全
身
の

鎧
も
諮
ら
れ
た
噌
』
さ
が
剣
る
0
0

0

 

鍛
鎧
Tee
－
殆
ん
ざ
同
時
、
鎖
倒
も
既
仁
遺
ら
れ
て
居
た
ゃ

う
で
あ
る
。
史
記
の
箔
雌
察
部
停
に
は
秦
の
「
昭
王
日
、
五
口

第

七

巻

研

究

古

代

交

那

の

鍛

器

に

就

い

て

〈

下

U

。。

開
、
楚
之
鎖
倒
利
、
而
侶
優
拙
、
夫
鎖
倒
利
則
士
勇
、
侶
優

拙
、
則
思
慮
遠
」
て
あ
る
。
時
精
降
る
が
漢
初
の
准
南
子

。。

に
も
「
執
蛤
餓
鋳
眼
目
拒
眠
半
、
其
於
以
御
兵
刃
懸
突
」
（
主
術

訓
）
古
い
ひ
、
此
に
錨
鈴
の
宇
を
用
ゐ
、
叉
「
鋳
金
鍛
錨
以
潟
、

兵
刃
、
猛
獣
不
能
混
害
」
（
氾
諭
訓
）
ぜ
も
、
「
割
革
潟
甲
、
機

織
而
潟
耳
」
（
兵
略
訓
）
て
も
い
ふ
。
是
れ
は
何
れ
も
鎖
倒
、

餓
戟
の
類
を
い
っ
た
の
で
あ
る
。
而
し
て
楚
の
餓
銅
が
昭

王
以
前
か
ら
有
名
で
あ
っ
た
さ
し
て
見
れ
ば
、
或
は
楚
の

万
を
鋳
る
も
の
が
従
来
の
青
銅
に
代
ゆ
る
に
錨
を
以
て
之

を
鋳
造
す
る
術
を
工
夫
し
た
の
で
は
な
か
ら
う
か
さ
も
思

ふ
。
備
ほ
之
さ
関
聯
し
て
考
ふ
ぺ
き
は
、
彼
古
代
支
那
じ

於
て
有
名
な
莫
邪
の
銅
な
る
も
の
で
あ
す
る
。
莫
邪
に
閲
し

て
は
諸
種
の
異
設
が
あ
る
が
、
一
設
で
は
央
の
人
で
あ
b

楚
王
の
潟
め
倒
を
諮
っ
た
さ
も
い
ふ
。
而
し
て
停
設
に
は

莫
邪
の
夫
干
勝
、
内
捌
h
T
作
ら
ん
ざ
し
た
が
、
金
銭
の
精
流

れ
歩
、
是
に
於
て
英
邪
が
髪
を
断
も
爪
を
前
月
b
之
を
煉
中

に
投
じ
た
、
之
に
由
っ
て
金
餓
乃
も
濡
ひ
、
遂
に
銅
を
成
ー

第

三

鍛
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第
七
谷
研
究
古
代
文
那
の
畿
器
に
就
い
て
ハ
下
）

し
た
さ
も
レ
ふ
。
又
史
記
蘇
秦
停
の
註
の
索
隠
に
も
、
「
干

、，、．、．、．、．、．

勝
英
邪
匠
名
也
、
主
（
内
側
皆
出
西
平
牒
、

A
1
有
錨
官
令
、
別

、
、
、
、
、
、
、
、

領
戸
、
是
古
鏡
銅
之
地
」
芭
あ
る
。
西
平
服
さ
は
法
南
に

あ
り
、
今
の
湖
北
府
の
一
部
で
、
古
の
楚
の
地
で
あ
る
口

若
し
此
等
の
侍
設
が
多
少
異
で
あ
る
さ
す
れ
ば
、
所
謂
英

邪
の
仰
さ
は
鋳
錨
の
仰
で
は
な
か
っ
た
ら
う
か
さ
思
ふ
。

彼
は
餓
を
鍛
錬
し
て
迩
っ
た
の
で
、
特
に
従
来
の
青
銅
製

の
も
の
仁
比
し
銑
利
な
る
所
か
ら
、
一
世
に
有
名
古
な
っ

た
も
の
か
さ
も
想
像
せ
ら
る
、
も
莫
邪
の
年
代
は
明
か
な

ら
ぬ
が
、
山
川
批
子
の
内
篇
大
宗
師
に
は
、
既
に
「
今
大
治
鋳

金
‘
金
跡
躍
目
、
我
旦
必
矯
莫
邪
．
大
治
必
以
潟
不
鮮
之

金
」
さ
あ
っ
て
、
菓
子
時
代
か
ら
利
内
側
ざ
し
て
有
名
で
あ

っ
た
こ
さ
が
剣
る
o

し
て
見
れ
ば
逝
く
も
戦
闘
時
代
の
初

か
若
く
は
其
以
前
の
人
で
な
り
れ
ば
な
ら
ぬ
。
市
し
て
嘗

時
既
に
錨
銅
の
製
作
が
あ
っ
た
こ
さ
〉
な
る
。
勿
論
梁
の

江
流
の
銅
剣
讃
序
（
漢
貌
六
朝
一
百
三
家
集
第
三
十
六
冊
）

じ
は
、
「
今
所
記
干
偶
者
、
亦
皆
非
鍛
明
」
ぜ
も
あ
る
が
、
是

第

三

務

〈
三
五
四
〉

れ
は
古
の
内
側
は
皆
銅
錫
を
以
て
遣
っ
た
さ
い
ふ
一
般
論
じ

基
づ
き
、
之
を
理
由
ざ
し
た
も
の
で
ゐ
る
か
ら
、
必
ら
子

し
も
信
子
る
に
足
ら
ぬ
。

宜
（
他
鋳
餓
の
器
具
に
就
い
て
は
、
墨
子
の
中
に
屡
々
一
説

き
及
ん
で
あ
り
、
唯
某
m荷
物
の
形
紋
並
び
に
用
法
の
明
か

な
ら
ぬ
も
の
〉
存
す
る
の
は
、
最
も
遺
憾
さ
す
る
所
で
あ

る
が
、
嘗
時
錨
が
諸
麓
の
範
国
じ
用
ゐ
ら
れ
て
居
た
こ
さ

が
判
る
o
先
づ
同
書
備
城
門
篇
仁
は
、
「
門
植
開
必
環
鋼
、

金
若
餓
鋭
之
、
門
闘
再
重
、
錦
之
以
錨
」
ざ
い
1

ふ
、
之
を

錯
す
ご
は
註
に
は
「
以
金
有
所
胃
品
」
さ
あ
る
。
市
し
て
此

に
金
若
く
は
錨
芭
あ
る
。
金
さ
は
印
も
銅
の
こ
さ
で
あ
ら

う
o
郎
ち
銅
や
餓
を
以
て
城
門
の
扉
を
掩
塞
し
た
も
の
さ

。。

見
へ
る
。
叉
「
籍
車
必
潟
鎖
纂
」
さ
も
い
ふ
。
纂
は
印
も
軌

で
あ
る
か
ら
、
事
の
軸
を
錨
で
作
っ
た
も
の
ら
し
い
。
勿

論
是
れ
は
軍
用
の
車
で
あ
る
か
ら
．
其
堅
固
を
欲
し
た
の

。、。

で
あ
る
o
又
「
城
上
沙
五
十
歩
、
一
積
F

能
置
餓
備
高
」
さ
い

ふ
、
明
さ
は
註
に
「
龍
作
錯
、
畑
、
問
」
さ
あ
る
。
協
な
ら



。
。

ば
大
き
な
釜
の
や
う
で
あ
る
。
又
錨
鎖
の
語
も
屡
々
販
は

。
。

れ
て
居
る
o
同
書
備
穴
篇
に
は
「
一
錨
鈎
、
鉦
長
四
尺
者
」
ご

0

0

 

も
あ
り
、
又
備
峨
侍
篇
に
は
餓
鋭
の
字
幾
度
も
販
は
る
。

錦
、
は
鎖
ど
同
じ
で
あ
ら
う
o
又
様
守
篇
に
は
「
冠
近
幽
牧

諾
雑
郷
金
器
若
銅
鋭
、
及
他
可
以
厄
守
事
者
」
さ
の
語
も

あ
る
。
是
れ
は
直
接
間
接
軍
用
に
補
助
さ
な
る
べ
き
器
物

を
い
ふ
た
の
で
あ
る
が
、
日
用
の
器
物
に
餓
の
用
ゐ
ら
れ

た
も
の
、
あ
っ
た
こ
さ
が
剣
る
。
備
ほ
最
後
に
墨
子
の
侠

文
ご
し
て
、
畢
一
抗
の
採
撫
し
た
中
に
、
「
挺
埴
以
錦
器
、
朝

木
而
忽
舟
、
傑
餓
而
潟
万
、
鋳
金
而
鴻
鐘
、
固
其
可
也
」
の

文
を
翠
げ
で
あ
る
o
勿
一
論
是
れ
は
墨
子
の
文
な
る
か
否
は

剣
然
し
な
レ
が
、
併
［
織
を
以
て
刀
を
遣
っ
た
こ
さ
は
前

既
仁
述
べ
た
所
で
あ
る
か
ら
、
其
内
容
が
ら
は
別
に
怪
し

む
に
足
ら
ぬ
。

最
後
に
余
輩
は
此
に
六
絡
に
於
け
る
錨
製
の
器
具
の
名

を
掲
げ
て
置
く
o
勿
論
六
箱
な
る
書
は
、
陪
以
後
周
の
文

王
の
師
呂
塑
の
撰
す
る
所
さ
な
す
の
で
あ
る
が
、
国
よ
り

第

七

谷

研

九
代
文
那
の
鍛
恭
に
就
い
て
’
下
〉

究

偽
書
で
あ
h
J
、
信
十
る
じ
足
ら
ざ
る
も
の
で
、
何
人
が
、

何
時
作
っ
た
も
の
か
も
明
か
な
ら
ぬ
。
四
庫
金
書
総
目
（
港

九
十
九
）
に
は
「
其
書
井
縁
央
起
、
漁
猟
某
詞
、
而
緩
輯
」

し
た
も
の
さ
あ
る
か
ら
、
其
の
中
に
翠
ぐ
る
器
物
も
果
し

て
貫
際
に
存
し
た
か
杏
精
確
に
は
剣
ら
ぬ
が
、
何
れ
も
戦

闘
以
後
脱
に
あ
っ
た
も
の
で
し
て
大
な
る
不
都
合
も
な
レ

ゃ
う
で
あ
る
か
ら
、
参
考
の
符
め
之
を
皐
ぐ
る
の
で
わ
る

同
書
虎
絡
の
軍
用
篇
じ
は
「
飛
宛
赤
玄
白
湖
、
以
銅
魚
首
、

電
影
青
翠
赤
潮
以
餓
混
首
」
さ
あ
る
、
此
じ
い
ふ
飛
宛
や

0

0

0

0

0

0

 

電
影
は
矢
の
名
郁
で
あ
り
。
又
錨
械
、
錨
鎖
、
錨
叉
等
の

語
も
販
は
る
G

備
ほ
一
の
注
意
す
べ
き
は
「
狭
降
微
径
張

。
。
。

錨
渡
恭
」
ざ
い
ふ
こ
ご
で
あ
る
。
混
恭
ご
は
本
さ
疾
認
さ

も
あ
り
、
墨
子
杯
に
も
出
て
居
る
が
、
’
如
何
な
る
材
料
で

遣
っ
た
か
は
明
か
な
ら
ぬ
が
、
六
稲
に
は
或
は
木
薬
撲
ご

い
ひ
、
或
は
鎖
渡
薬
さ
も
レ
ふ
。
是
れ
は
宛
も
今
の
餓
僚

納
で
あ
っ
て
、
其
形
朕
故
び
に
使
用
の
法
亦
殆
ん
ざ
彼
ご

異
な
ら
ぬ
。
木
若
く
は
餓
板
を
三
稜
形
ご
な
し
、
立
（
角
を

第

三

波

一
三
（
三
五
五
）



第
七
谷
研
究
古
代
交
那
の
銭
器
に
就
い
て
ハ
下
〉

極
め
て
鋭
利
な
ら
し
め
‘
之
を
一
定
の
距
離
を
以
て
相
連

ね
、
細
を
以
て
貫
通
し
、
人
馬
の
行
路
に
張
h
J
、
其
通
行

を
妨
ぐ
る
の
で
あ
る
。
羨
慕
て
加
す
る
の
は
某
板
の
尖
刺

の
業
家
の
買
を
似
て
居
る
か
ら
で
あ
る
o

以
上
略
誠
す
る
所
仁
よ
っ
て
之
を
観
て
も
、
秦
漢
以
前

支
那
に
於
け
る
錨
の
用
途
は
頗
る
庚
汎
な
る
範
固
に
渉
b

批
判
万
子
の
日
用
家
具
あ
h
J
、
末
桓
等
の
農
具
あ
り
、
斤
’
鋸

錐
撃
の
大
工
道
具
あ
り
、
鎖
、
叉
、
槌
杯
の
類
よ
り
、
車

の
軸
、
門
の
扉
に
も
之
を
用
ゐ
、
品
川
ほ
鎧
、
腰
嘗
か
ら
万

籾
に
至
る
武
器
乃
至
錨
薬
副
都
ま
で
も
製
作
せ
ら
れ
た
こ
さ

は
疑
な
い
。
倫
ほ
漢
代
に
至
つ
て
は
、
前
に
引
用
し
た
史

記
平
準
書
に
あ
る
が
如
く
、
鉄
郎
も
罪
人
の
足
蜘
ま
で
も

餓
を
以
て
し
、
又
漢
書
食
貨
志
に
賀
誼
の
「
鋳
銅
錫
魚
銭
、

敢
雑
以
鉛
餓
」
ざ
い
ふ
如
く
、
悪
質
の
銭
を
私
錯
し
、
其

利
盆
を
多
か
ら
し
め
ん
さ
し
て
、
織
や
鉛
を
も
混
じ
た
。

此
等
は
勿
論
業
量
仁
於
て
は
僅
か
な
も
の
で
あ
っ
た
ら
う

が
鈍
使
用
の
範
囲
を
し
て
愈
大
な
ら
し
め
た
》
」
さ
は
事
質

第

三

扱

四

（
三
五
六
〉

で
あ
ら
う
。
要
す
る
に
遅
く
も
周
末
戦
闘
の
頃
か
ら
は
、

祭
肥
の
器
具
や
剣
戟
の
多
く
は
品
川
ほ
従
来
の
如
〈
青
銅
を

用
ゐ
た
で
あ
ら
う
が
、
一
肱
曾
百
般
の
器
具
に
は
之
よ
り
も

謹
か
に
多
く
の
餓
が
使
用
せ
ら
れ
た
に
相
違
な
い
。
勿
論

今
日
工
業
の
費
達
し
た
時
代
さ
は
到
底
比
較
す
べ
か
ら
ざ

る
こ
さ
は
言
ぶ
迄
も
な
い
が
、
嘗
時
に
あ
っ
て
は
織
は
既

に
一
肱
曾
の
各
階
級
に
亙
h
J
、
其
必
需
品
さ
見
倣
さ
れ
て
居

た
も
の
さ
い
っ
て
差
支
な
い
。
是
れ
が
抑
も
官
時
の
財
政

家
の
常
に
盤
銭
を
併
ぴ
精
し
、
一
一
首
も
銅
に
設
及
ば
ぎ
る

所
以
で
あ
る
o

余
輩
は
前
節
に
於
て
古
代
支
那
の
銭
器
鋳
遣
の
起
似
芯

並
び
じ
其
器
物
の
種
類
さ
じ
就
き
略
説
し
了
っ
た
が
、
品
川

ほ
此
仁
は
之
さ
関
聯
し
一
二
の
注
意
す
J

へ
き
事
項
を
謹
ぺ

て
置
き
た
い
さ
思
ふ
。

宋
の
耗
大
日
目
の
演
繁
一
露
（
窓
五
）
に
は
、
「
三
代
秦
挺
以
前



軍
旅
多
皮
叩
、
其
日
犀
児
者
是
・
品
」
ざ
い
ひ
、
同
窓
十
一

仁
も
「
央
子
商
魂
文
一
公
目
、

A
－
君
四
時
使
人
斬
離
皮
草
刈

掩
以
朱
協
、
書
以
丹
青
、
傑
以
犀
象
、
則
知
戦
闘
時
但
以

革
掛
川
甲
、
未
用
錨
山
也
」
ざ
い
ふ
。
併
し
此
説
は
必
ら
十
し

も
異
で
は
な
い
九
前
既
に
説
い
た
如
く
、
准
南
子
に
も
錨

鎧
の
一
請
が
あ
る
の
み
な
ら
子
、
韓
非
に
も
錨
室
ぜ
い
ひ
、

史
記
蘇
秦
停
じ
も
鋭
幕
ご
あ
り
、
呂
氏
春
秋
に
も
越
氏
中

山
を
攻
め
た
時
、
中
山
の
人
錨
甲
を
衣
た
ご
あ
る
Q

鎧
は

説
文
に
も
甲
品
さ
あ
b
、
此
雨
者
は
同
じ
く
、
餓
室
亦
之

さ
異
な
ら
ぬ
。
し
て
見
れ
ば
戦
闘
時
代
錨
甲
が
少
し
も
な

か
っ
た
さ
は
レ
は
れ
ぬ
。
が
荷
子
（
儒
教
篇
）
じ
も
「
定
三

革
、
健
五
兵
」
の
言
が
あ
る
。
五
兵
さ
は
矛
戟
鉱
楯
さ
弓

矢
ご
で
あ
り
、
三
革
さ
は
犀
、
児
、
給
で
、
甲
胃
を
造
る

所
以
の
も
の
で
あ
る
。
の
み
な
ら
宇
准
南
子
に
も
前
に
引

用
し
た
如
く
執
斡
餓
鎧
（
主
術
訓
）
古
い

ο、
又
割
革
潟
甲

燥
餓
活
刃
」
（
兵
略
訓
）
さ
も
、
「
鮫
革
犀
児
以
潟
甲
由
円
」
ぢ
も

或
は
「
貫
児
甲
而
径
於
革
盾
」
（
同
上
｝
さ
も
い
ひ
、
屡
々
甲

第

七

谷

研

究

古
代
交
那
の
鍛
器
に
就
い
て
ハ
下
）

に
閲
し
て
は
皮
革
を
い
ふ
。
し
て
見
れ
ば
漢
代
に
至
る
迄

餓
製
の
叩
も
な
い
で
は
な
い
が
、
品
川
ほ
多
く
皮
革
を
用
ゐ

て
店
た
こ
さ
は
事
貫
ら
し
い
。
思
ふ
に
皮
革
は
銅
銭
に
比

し
て
は
聴
く
、
而
も
鮫
革
犀
児
以
て
甲
を
焼
く
れ
ば
、
竪

き
こ
で
金
石
の
如
し
ご
有
子
仁
も
あ
り
、
又
周
鵡
考
工
記

に
も
「
援
申
書
百
年
、
見
申
書
二
百
年
、
合
甲
喜
一
両
三
百
年
」

て
あ
る
か
ら
、
竪
く
し
て
保
存
に
も
宜
か
っ
た
も
の
で
あ

る
ら
し
い
。
斯
く
貫
際
上
に
便
利
な
る
こ
さ
鋭
よ
b
も
一

居
勝
っ
て
居
た
の
で
、
一
方
に
錨
甲
の
製
造
も
あ
っ
た
じ

聞
は
ら
す
、
甲
宵
に
は
漢
代
以
後
迄
も
久
し
く
皮
革
を
用

ゐ
た
の
で
あ
ら
う
。

又
同
じ
く
演
繁
蕗
（
怒
十
）
に
は
レ
ふ
、
ぺ
食
貨
志
賀
誼

言
、
股
銅
勿
布
以
作
兵
器
註
、
古
以
銅
潟
兵
、
按
此
則
漢
狛

以
銅
潟
兵
畠
」
さ
。
勿
論
筏
初
に
は
品
川
ほ
銅
を
以
て
兵
器
を

遣
っ
た
。
併
し
な
が
ら
鋳
餓
の
兵
器
‘
の
な
か
っ
た
詳
で
な

レ
こ
之
は
、
前
じ
述
べ
た
史
記
の
沼
雌
茶
諜
停
の
吾
間
〈

楚
の
鎖
倒
は
利
な
b
ざ
い
ふ
昭
王
の
吉
や
、
准
南
子
の
「
鍛

第

三

波

五

（
一
二
五
七
〉



第

七

谷

研

究

古
代
文
加
の
餓
器
に
就
い
て
ハ
下
〉

餓
以
活
兵
刃
」
（
氾
論
訓
）
ざ
い
ひ
、
或
は
「
燦
餓
而
怨
耳
」

（
兵
略
訓
）
ご
い
ふ
を
見
て
も
明
か
で
あ
る
。
一
氏
誼
の
上
書

は
嘗
時
用
ゐ
ら
れ
な
か
っ
た
け
れ
ざ
も
、
銅
内
側
の
鋳
遣
は

此
時
代
か
ら
次
第
に
少
く
な
っ
た
ゃ
う
で
あ
る
。
或
は
官

時
銅
は
銭
に
鋳
た
方
が
夏
ら
に
多
く
の
利
盆
を
待
た
か
ら

で
は
な
か
ら
う
か
さ
も
思
ふ
。
而
し
て
此
間
の
消
息
に
就

い
て
は
、
梁
の
江
沌
の
銅
剣
讃
の
序
（
前
掲
）
ば
最
も
吾
人

の
注
意
に
慣
す
る
文
字
で
あ
ら
う
さ
忠
ふ
か
ら
．
次
に
之

を
節
録
し
て
置
か
う
。

古
者
以
制
錫
魚
兵
器
品
。
：
：
：
・
：
春
秋
迄
子
戦
闘
、
戦

闘
至
子
秦
時
、
攻
守
紛
乱
、
兵
革
互
典
、
制
既
不
克
給

故
以
蛾
足
之
、
鋳
銅
既
難
、
求
錨
甚
易
、
且
疋
故
銅
－
K
〈
航
時

少
、
錨
兵
聴
多
、
年
甚
一
年
、
歳
甚
一
歳
、
漸
染
流
濯

途
成
風
俗
、
所
以
鍛
工
比
一
肩
、
而
鋼
工
和
維
、
二
漢
之

世
逸
見
主
（
徴
、
及
渡
建
安
二
十
四
年
、
説
文
帝
鋳
太
子

時
、
鋳
三
賀
刀
、
二
ヒ
首
、
天
下
百
錬
之
精
刻
、
而
悉
是

鈴
錦
、
不
能
復
鏡
銅
突
は

j

i
－
－
－
張
事
博
物
士
山
亦
稿
、

第

三

銭

一
六
（
三
五
八
〉

鏡
銅
之
工
、
不
復
可
得
、
唯
局
地
充
中
、
時
有
解
者
。

此
に
頴
は
る
、
張
事
博
物
志
の
文
は
現
行
本
じ
は
見
宮
ら

ぬ
ゃ
う
で
あ
る
。
現
行
本
博
物
志
は
後
人
の
纂
輯
し
成
す

所
で
、
多
く
信
十
る
じ
足
ら
ぎ
る
の
で
あ
る
が
、
梁
代
に

は
備
ほ
其
日
本
の
存
し
た
の
で
あ
ら
う
。
張
事
は
晋
の
武

帝
時
代
の
人
で
あ
る
が
、
漢
を
去
る
こ
さ
除
、
h
J
遠
ら
ぬ
、

而
し
て
彼
は
博
識
倫
な
し
ど
も
郁
せ
ら
れ
た
位
で
あ
る
か

ら
、
其
言
ふ
所
亦
必
ら
？
異
で
あ
っ
た
ら
う
さ
思
ふ
。
兎
に

角
江
沌
の
文
は
支
那
に
於
て
繊
の
銅
に
代
は
っ
た
径
路
を

善
く
示
す
も
の
で
あ
る
。
勿
論
是
れ
は
兵
器
に
附
す
る
の

で
、
錨
を
以
て
代
ゆ
べ
か
ら
ぎ
る
（
例
之
へ
ば
鏡
の
類
の

如
き
）
他
の
銅
器
の
、
漢
代
以
後
さ
レ
へ
ざ
も
絶
え
十
製

作
せ
ら
れ
た
こ
さ
は
言
ふ
迄
も
な
い
。
が
鏡
銅
の
兵
器
に

至
つ
て
は
、
前
漢
時
代
既
に
稀
れ
ざ
な
り
後
漢
末
に
至
つ

て
は
全
く
其
術
を
ァ
失
っ
た
も
の
さ
見
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

し
て
見
れ
ば
彼
我
邦
の
九
州
地
方
か
ら
近
時
往
々
に
し
て

接
見
せ
ら
れ
、
上
代
支
那
か
ら
輸
入
し
た
さ
考
へ
ら
る
、



銅
倒
銅
鉾
の
類
も
、
本
さ
軍
に
珍
奇
な
る
質
物
ざ
し
て
勝

来
せ
ら
れ
た
に
過
ぎ
な
い
こ
さ
が
剣
h
、
官
時
支
那
に
あ

っ
て
も
、
又
我
邦
に
於
て
も
、
恐
ら
ぐ
之
を
質
戦
に
用
ゐ

た
も
の
で
な
い
こ
さ
は
疑
な
い
ゃ
う
で
あ
る
。
勿
論
此
等

の
銅
剣
の
何
時
将
来
せ
ら
れ
た
か
も
剣
ら
ぬ
が
、
歴
史
上

明
か
仁
記
さ
る
〉
も
の
に
あ
り
で
は
、
世
人
の
熟
知
す
る

如
〈
説
書
倭
人
停
に
景
初
二
年
倭
の
女
王
が
難
升
米
等
を

遣
は
し
た
時
、
貌
王
が
難
升
米
に
銅
鏡
百
枚
等
さ
五
尺
の

万
二
口
を
賜
は
っ
た
さ
い
ふ
に
始
ま
る
ο
最
初
二
年
は
貌

の
明
帝
の
時
（
紀
元
後
二
三
八
年
）
で
あ
る
か
ら
、
支
那
に

於
り
る
銅
剣
銭
迭
の
術
の
抗
に
絶
し
た
建
安
二
十
四
年

（
同
一
二
九
年
）
を
下
る
こ
さ
約
二
十
年
で
あ
る
o
時
間
時
の

支
那
に
あ
っ
て
鏡
銅
の
工
既
に
居
な
か
っ
た
ざ
す
れ
ば
、

其
鋼
仰
の
世
に
珍
さ
せ
ら
れ
た
こ
さ
は
疑
な
い
。
我
凶
の

一
部
ご
支
那
さ
の
交
通
は
正
史
に
販
は
る
、
所
だ
け
で
も

後
漢
の
初
、
一
光
武
帝
の
中
元
二
年
か
ら
で
あ

b
、
倫
ほ
そ

れ
に
前
に
も
私
人
の
彼
に
至
る
も
の
が
必
ら
十
し
も
な
か

第
七
谷
研
究
古
代
文
那
の
餓
器
に
就
い
て
ハ
下
〉

っ
た
さ
は
限
ら
ぬ
が
、
前
渡
既
に
民
間
に
は
繊
細
が
専
ら

用
ゐ
ら
れ
て
店
た
ざ
す
れ
ば
、
恐
ら
く
某
時
で
す
ら
も
釧

銅
は
最
早
や
貴
重
品
ざ
な
っ
て
居
た
に
相
違
な
い
こ
さ
〉

信
子
る
。

備
ほ
最
後
に
序
を
以
て
一
言
し
て
置
く
が
、
斯
く
支
那

に
あ
っ
て
は
鎖
倒
は
渓
代
以
来
盛
に
行
は
れ
た
る
に
閣
は

ら
歩
、
其
鋳
遣
の
術
未
だ
至
ら
す
、
我
邦
平
安
朝
中
期
以
後

の
ぞ
れ
の
如
く
、
銃
利
な
る
を
得
な
か
っ
た
も
の
ら
し
い
。

是
れ
は
後
世
彼
欧
陽
修
の
日
本
刀
歌
杯
に
見
て
も
明
か
で

あ
る
。
而
し
て
其
銃
利
な
る
ケ
符
な
か
っ
た
所
以
の
も
の

は
専
ら
某
鍛
錬
の
十
分
な
ら
ざ
る
が
斜
め
で
あ
っ
た
こ
さ

も
疑
を
容
れ
ぬ
。
有
子
の
聴
凶
篇
の
初
に
は
鋳
倒
の
法
令
』

書
い
て
あ
る
。
是
れ
は
准
南
子
に
鏡
の
製
法
を
説
い
た
さ

同
じ
く
頗
る
興
味
あ
る
も
の
で
あ
る
o
其
文
に
い
ふ
、

刑
花
正
酬
叫
ん
騨
…
川
町
喫
紘
一
山
金
錫
美
、
工
冶
巧
、
火
葬
得
、

程
酬
明
剖
刑
而
英
邪
己
、
欄
十
一
山
ト
仙
川
英
一
然
而
不
剥
脱
、
不

砥
一
脳
、
則
不
可
以
断
細
、
側
一
仰
い
閥
抗
日
一
四
溜
・
剥
脱
之
、

一
七
〈
三
五
九
〉

第

三

披



古
品
ハ
支
那
の
織
法
に
就
い
て
ハ
下
〉

砥
桝
之
、
則
創
盤
孟
、
例
牛
馬
、
忽
然
耳
、
幽
、
制

牛
馬
、
挽
孟
は
古
の
叙
の
利
鈍
を
試
む
る
時
に
用
う
る
も

の
で
、
肉
試
に
は
牛
馬
を
斬
り
、
金
試
に
は
盤
孟
を
載
る

さ
い
ふ
も
の
印
も
是
れ
で
あ
る
。
兎
に
角
有
子
の
述
ぷ
る

所
に
よ
っ
て
観
る
さ
、
金
屈
を
融
し
、
型
ヘ
流
し
込
み
、
既

に
大
曜
の
形
骨
造

b
、
そ
れ
か
ら
其
生
淑
の
外
皮
を
剥
脱

し
、
砥
械
を
以
て
之
を
磨
い
た
も
の
ら
し
レ
。
勿
論
此
に

い
ふ
所
は
、
「
金
錫
美
」
さ
あ
る
か
ら
、
銅
銅
の
銭
法
で
あ

ら
う
が
、
鋳
錨
の
場
合
に
も
少
く
も
古
代
は
大
陸
之
さ
同

様
の
法
を
取
っ
た
も
の
で
は
な
か
ら
う
か
。
ざ
い
ふ
の
は

彼
英
邪
の
侍
設
に
も
金
餓
の
精
流
れ
歩
さ
か
、
金
銭
濡
さ

か
い
ひ
、
矢
張
り
餓
を
融
か
レ
た
も
の
ら
し
い
か
ら
で
あ

る
o
余
輩
は
刀
剣
の
術
に
は
甚
だ
不
案
内
で
あ
る
が
、
斯

の
如
く
始
か
ら
型
に
流
し
込
み
刀
身
さ
造
る
の
で
は
、
後

多
少
之
を
打
っ
て
英
生
誕
の
部
を
去
り
、
之
を
磨
レ
た
所

が
、
到
底
十
分
に
錨
を
鍛
へ
る
諜
に
は
行
か
ぬ
。
銅
の
場

合
に
は
金
質
既
に
竪
〈
、
別
に
鍛
を
要
せ
ぬ
の
で
あ
る
か

小
川
ド

b
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A
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第
三
抑
制

入

（一一一六
O〉

ら
、
前
の
方
法
で
も
差
支
な
い
か
も
知
れ
ぬ
が
、
鋭
に
あ

っ
て
は
大
に
之
さ
其
趣
を
異
仁
す
る
o
我
邦
の
刀
剣
鋳
遣

も
元
さ
は
彼
の
法
を
侍
授
し
た
も
の
で
は
あ
る
が
、
大
に

此
黙
を
改
善
し
、
鍛
に
精
力
を
集
注
し
た
の
で
、
此
に
其

の
面
白
を
新
た
に
す
る
に
至
っ
た
の
で
な
か
ら
テ
か
さ
忠

ふ。
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